
6月4日（水）10：40～12：10
総合情報学部　岡田　朋之　教授

『万博のレガシー（遺産）を考える』

   近年の万博では、閉幕後のレガシー（遺産）として
何を残し、受け継いでいくのかという点が重視される
ようになりました。
   また、その対象もハード（施設など）に限らずソフ
ト（システムや文化・価値観など）にまで及んでいま
す。これまでの国内外の万博では何が残されてきたの
でしょうか？　また、今回の万博では何を残し、受け
継いでいくべきなのでしょうか？　万博閉幕後の大
阪・関西の将来を見据えつつ考えてみたいと思いま
す。

　　6月11日（水）10：40～12：10
　環境都市工学部　野村　正晴　准教授
『大阪・関西万博（2025年）の大屋根「リング」
   と大阪万博（1970年）の大屋根』
  

参加企業の多様な働き方について
特設サイトにてお話しを伺います

  　6月18日（水）10：40～12：10
　社会学部　三浦　文夫　教授
『日本の音楽のグローバル展開と
　ラジオの復権』

　世界の音楽ソフト産業は音楽配信サービスによっ
て順調に成長しています。一方、日本はアイドルを
中心とした現在でもCDのシェアが高いという特殊な
マーケットを形成していて、KPOPに比べグローバ
ル展開が遅れています。これは若者が音楽や映画な
ど海外の文化に興味がなくなっていることも原因の
一つだと考えられます。そこで、洋楽や旧譜など新
しい音楽に出会うメディアとしてのラジオの復権と
radikoサービスの可能性について言及します。
　従来、日本の音楽業界は東京中心でしたが、大阪
万博の開催、5月にはJapan  Music　Awardという
新たな音楽賞が創設、授賞式が京都で行われること
もあり、関西から直接グローバルに発信するという
機運が高まると期待されます。

 　6月25日（水）10：40～12：10
　経済学部　座主　祥伸　准教授
『大阪にカジノができたら、依存症
　の人は増える？』

　大阪万博後、夢洲には大阪IR（Integrated Resort,
統合型リゾート）が開業予定です。IRには、国際会議
場、ホテル、ショッピングモール、エンターテインメン
ト施設とともにカジノも含まれます。大阪IRは関西経済
を活性化させることが期待されています。一方で、カジ
ノができることでギャンブル依存症の人を増加させるの
ではないかという懸念もあります。どのような人でも依
存症になる可能性はあります。本講座では、パチンコの
データ分析の結果を説明し、その結果から日本にカジノ
ができることでどのような人がカジノに行く可能性があ
るのかを考えます。

  
　1970年開催の大阪万博では岡本太郎による『太陽の
塔』が貫く大屋根が設けられ、万博を象徴する風景をつ
くり出していました。それから55年、2025年開催の大
阪・関西万博でも、通称「リング」と呼ばれる大屋根が
設けられます。二つの時代の二つの大屋根を比較しなが
ら解説したいと思います。



〈吹田市電子申込システム〉
　右図二次元コードから必要事項を入力して申請し、
　受付完了メールが届いたら、申込み完了です。

〈往復はがき〉
　下記必要事項を記載のうえ、まなびの支援課へお送りください。
　宛先：564-0027　吹田市朝日町3番415-1号　まなびの支援課

　○必要事項
　1.講座名　2.住所　3.氏名（ふりがな）　4.電話番号　5.手話通訳の有無

右図二次元コードから必要事項
を入力してお申込みください。

　　

  　　

※チケット販売「Peatix」にて申込み受付及び受講料徴収
　をします。初めてPeatixを利用する方は、アカウントの
　登録（無料）が必要です。

会場受講 下記のいずれかの方法にて、1名様ずつお申込みください。

オンライン受講

申込み期間：いずれも4月25日（金）～5月26日（月）
【手話通訳は5月20日（火）まで。　はがき申込みは期日必着。】

・全４回とも、会場かオンラインのご選択いただいた受講方法でご参加ください。
・講座当日の午前6時時点で、大阪府下に暴風警報または特別警報が発令された場合は休講とい
　たします。また、自然災害等の事情により、当日やむを得ず中止となる場合がございます。
　なお、休講・中止の際の個別連絡はいたしませんのでご了承ください。
・お申込み時にいただいた個人情報は、本講座の名簿の作成及びご案内の連絡にのみ使用いたし
　ます。

※全講座終了後に、受講者限定でオンデマンド配信を予定しておりますので、
　当日ご参加いただけない方についてもこの期間にお申込みください。詳細は　
　講座にてお知らせいたします。


